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明けましておめでとうございます。
はじめに今年の総合目標

組織の

の 　 組

　

　時間厳守というのは、労働時間、集合時間、会議の時間、全て時間厳守。この
時間厳守ができないということは、組織がゆるいわけです。（鹿児島弁で言えば “ ず
んだれている ”）ですから時間厳守をピシッとやる組織にしましょう。
　その為には、今までの考え方を変えないとできません。いわゆるパラダイムシ
フトです。どうしたら良いか各所属で考えて、新しい枠組みを作っていただきたい。
やろうとしなければ永遠にできません。“ やろう ” という意識を持って下さい。
これが今年の総合目標です。

今年１年、明るく元気に頑張りましょう。

　　　　　　　
令和 2 年 1 月 6 日　全体朝礼より

（詳しい内容は、青雲会病院ホームページをご覧ください。）
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　2019 年度は良い意味でも悪い意味でも、今後長く語り継がれていく年となった。前半は、
ラグビーワールドカップの開催が日本で行われ、国中が熱く燃えに燃え国の誇りを高める
原動力ともなった。「心ひとつ」を合言葉に、日本が初めて決勝戦に勝ち残ったことは、に
わかファンならずとも驚きの極みであった。
　本年度の後半は、これまた未曽有の出来事であるコロナ蔓延に世界中が翻弄された。我々
病院の外来患者さんからもコロナが検出され多くの注目を集めた。今回のコロナ騒動は未
だ経験したことのないような緊張と不安を煽るものであった。
　創立 39 周年目を迎えた青雲会グループでは、今年度も川井田浩理事長・島内院長を中心
とした医師団及び各部署の所属長を中心とした職員が一団となって、奮闘、努力した一年
でもあったと思う。特質すべき事柄としては、①「理事長ならびに職員のコロナ禍」であ
る。県内外を移動した孫娘により接触感染した祖母の感染例であった。この患者らを診察
した医療関係者らが不本意にも２週間の自宅待機を強制させられたことである。九州内と
いえども他県への移動は抑制され、坂梨先生も福岡での自宅待機を余儀なくされた。②「社
会医療法人」が今年も堅持された。コロナ禍で時間外の初診が若干減り法人格の要件を満
たさない時期もあったが、へき地医療の実践（北山診療所）でこれをカバー出来た。③「業
務改革・働き方改革」が今年も以前にも増してなされ、Work/Life Balance は今や青雲会グ
ループのトレードマークとなっている。④「医療器具の充実」は今年は検査機器が中心で
あり細菌検査機器の更新や血圧脈波検査機器も最新のものに更新された。さらに人工呼吸
器がすべて最新型に取り換えられ呼吸器麻酔関係の機器がさらに充実した。
　今年も例年のごとく、各部署において多くの新しい仲間（47 人）を迎えた。特筆すべき
は本年度も常勤医が 3 人加わり、診療体制が一層充実してきたことは喜ばしい限りである。
今年度から青雲会グループが鹿児島県の地域枠制度の研修終了後の鹿児島勤務指定医療機
関に指定され、令和 2 年の 4 月から小代彩先生が赴任することが決定した。藤原先生（眼
科）らをお迎えし日夜診療に励んで頂いている。特に忙しい部署の一つである外科部門で
は、同級生同士の 3 人が協力なチームワークを発揮し奮闘している姿は微笑ましい限りで
ある。4 人体制となった医師事務作業補助者の医師へのサポートは極めて強力であり、診
療記録の質の向上に役立っている。とくに高齢の野村、愛甲、川井田らの診療録は請求漏
れが皆無である。もちろん患者さんにとってもとても感謝されている。
　これまで毎年症例数が増加しつつあった内視鏡部門及び人間ドックの症例が、コロナ禍
において減少したことは、複雑な思いである。こういう状況の中、他の検査でも高い診断
力を発揮している超音波検査件数、放射線件数（特にＭＲＣＰ）もそれぞれ増加したこと
は評価出来る。院内には多くの委員会が存在し各方面で活躍している。中でもベッドコン
トロール、在宅復帰率の向上に貢献しており退院・転院予定者のピックアップを図り効力
を発揮している。これには地域連携室やリハビリ部門の奮闘ぶりを高く評価したい。また
各部門においても診療報酬向上に向けての努力に注目したい。
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　青雲荘もこの一年、介護業務に全員で取り組み内外から高い評価を受けている。大きな
動きとしては、① 青雲荘のリハビリマネージメント会議を開催しリハビリ業務の質の向上
が図られた。会議には施設長はもとより家族、本人、ケアマネージャー、他の事業所、通
所リハ職員、介護士の関係者が参加するものである。また外出リハビリも行われている。
在宅復帰後の生活を見据えたリハビリの提供に注目されている。その結果、リハビリマネ
ージメント加算の取得、在宅支援に対する青雲荘の在宅復帰評価と、過去最多の看取りは
特筆すべきものであった。青雲荘の利用者はさまざまな病気や障害を有しているため、病
診連携、相談員などの多職種がチームとして協働体制を構築している。さらには切れ目の
ない医療と介護の専門家の養成を行い、介護の総合的なサービスの提供を目指している。
　100 年度に一度ともいわれる昨年末に発生した新型コロナウイルス騒動も鹿児島で
はようやく収まりつつある。今回のコロナ騒動では素人解説者が感染者数を面白おかし
く語ったり、普段聞き慣れない専門用語がメディアで飛び交うようになった。例えば、
ロックダウン、PCR 検査（Polymerase Chain Reaction：ポリメラーゼ連鎖反応）、クラ
スターなどである。一方では、感染症の専門家や研究者の絶対数が極めて少ないことや
公衆衛生学の重要性が軽視されてきたことを改めて認識されるようになった。今回の新
型コロナ禍後の生活はどのように変わるのであろうか？　学校教育における 9 月入学
問題しかり、テレワークや遠隔医療システムの普及しかり、今回のような国難は、大
胆に国の制度や生活様式を変えるチャンスでもあるようだ。むしろ、何も変えず、単
純に以前の生活様式に戻そうとするのは、国民の自粛や大きな経済損失の対価として
はあまりにももったいない気がする。日本人は何かあれば国が責任を取ってくれるか
らという思想が強すぎる一方、国が大胆な制約を導入しようとすると強く反発するの
は戦争体験におけるマイナスが一因になっているという。少なくともパンデミックの
ような有事には多少無理した国策を実施したことに対して結果だけ見て安易に非難す
るようなことはやめたいものである。これを機会に各人が正しい情報に基づき、自己
管理と公共倫理を守り行動すれば感染を制御下におけるものと思われる。
　同時に、感染症に特化した ICU（集中治療室）、人工呼吸器、ECMO（ExtraCorporeal 
Membrane Oxygenation：エクモ＝体外式膜型人工肺）、などの装備や専門の医師・医療従
事者の層が薄く、ドイツのような十分な体制でなく「医療崩壊」が現実であることも知
らされた。今回、国民の行動は適切だったかアフターコロナ時代の医療体制、医療資源の
在り方が今後問われることでだろう。青雲会グループでは理事長が率先して新型コロナ感
染対策に真正面から取り組んだことは高く評価したい。　

令和 2 年 5 月寄稿

　　　　プロフイール　鹿児島大学名誉教授
　　　　　　　　　　　ケルン大学名誉教授（外科）
　　　　　　　　　　　鹿児島県特別顧問（医療）

　　　　学会及び資格　日本外科学会指導医・専門医
　　　　　　　　　　　日本消化器外科学会・指導医・専門医
　　　　　　　　　　　日本人間ドック学会：指導医・専門医
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＜総合目標に対する取り組みと反省＞
「経営資源を最大限に活用する」という事に視点を置きました。取り組みとして、今年
度より臨床工学技士3名を外来へ配置し、内視鏡室、手術室、高気圧酸素治療室、透析室
などで専門性を活かし知識、技術の向上に努め、看護師と共に協働し業務に専念するこ
とが出来ました。
　また、7月より看護補助者の夜勤体制を取り入れ、夜勤看護師の業務負担軽減に繋げる
ことができました。
　個々人が自分の仕事に魅力を感じ、誇りを持って患者、家族に接している姿はとても
感動します。看護部のキャッチフレーズである「笑顔と優しさ」は、一人一人が意識し
接遇も向上しています。

＜活動状況＞
　経営面　・急性期一般入院料１、回復期リハビリテーション病棟入院料１の維持
　　　　　・病床稼働率の目標（90%）実績88％
　　　　　・診療報酬に関する知識を習得し、貢献出来るようにする
　　　　　・5S活動の充実　　・未収金防止（細やかな連携）
　患者満足・プライマリーナーシングを充実させる
　　　　　・全職員が同じレベルで接遇ができる
　　　　　・患者サポート（問題があれば早期にＭＳＷが対応している）
　職員満足・職員間での挨拶、感謝の言葉、褒めあうなどし、モチベーションアップに繋

げる
・ワークライフバランスを充実させる為に業務の効率化や協調性をもち業務を

遂行させる
　教育
　　　　　・自己研鑽向上の為に、専門性をいかした教育を行う

・看護補助者研修は、毎月研修を実施することで質の向上、やりがい、働きが
いを持たせる

＜今後の課題＞
　2020年度診療報酬改定の最大のテーマは「働き方改革」です。医療従事者の　　負
担を軽減する為に人員配置の合理化、チーム医療の充実化を図る事が大切です。また、
「急性期一般入院料１」の施設基準に関する重症度、医療・看護必要度」の基準が更に
厳格化されていますので実績を把握し、情報提供を行い、維持出来るように努めて参り
ます。
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年 月

　昭和 55 年 1980
8 月 31

　昭和 63 年 1988 4 月 50

　平成 2 年 1990
3 月 護

4 月

　平成 3 年 1991
4 月
7 月 136

　平成 6 年 1994
7 月 R

度

　平成 7 年 1995
1 月
4 月

　平成 10 年 1998 9 月 護

　平成 12 年 2000 6 月

　平成 13 年 2001
5 月

宅介護

　平成 14 年 2002 9 月 3 0

　平成 15 年 2003 1 月 度

　平成 16 年 2004

2 月
3 月
4 月 介護 70 80

7 月 総合

8 月

　平成 17 年 2005

2 月
3 月 度

7 月
11 月

　平成 19 年 2007 7 月

　平成 20 年 2008
1 月 5

7 月

　平成 21 年 2009 12 月 護

　平成 25 年 2013
2 月
3 月 6

　平成 27 年 2015 10 月
　平成 28 年 2016 4 月 介護 74 4
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在 〒899-5431
鹿児島県姶良市西餅田3011番地
TEL： 0995-66-3080
FAX： 0995-66-3057 
E-mail： hospseiun@seiunkaibyouin.jp
社会医療法人 青雲会
理事長    川井田　浩
島内　正樹
外科、脳神経外科、眼科、整形外科、 消化器外科、内科、胃腸内科、肛門外科、呼吸器
内科、循環器内科、内視鏡内科、リハビリテーション科、泌尿器科（人工透析）、歯科
口腔外科

数 一般病棟 100床、回復期リハビリテーション病棟 36床
救急告示病院
健康保険、国民健康保険、労災保険、生活保護、結核予防法、身体障害者福祉法、原子
爆弾被爆者一般疾病医療
急性期一般入院料1
回復期リハビリテーション病棟入院料1
急性期看護補助体制加算 25対1
診療録管理体制加算2
療養環境加算
重症者等療養環境特別加算
医療安全対策加算1（地域連携加算1）
医師事務作業補助体制加算1　区分40対1
感染防止対策加算2
データ提出加算2
患者サポート体制充実加算
後発医薬品使用体制加算2
入院時食事療法費（Ⅰ）
薬剤管理指導料
医療機器安全管理料1
検体検査管理加算Ⅰ
検体検査管理加算Ⅱ
コンタクトレンズ検査料1
ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
胃瘻増設術
脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
がん患者リハビリテーション料
人工腎臓
導入期加算1
透析液水質確保加算2
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
がん治療連携指導料
夜間休日救急搬送医学管理料の注3に規定する救急搬送看護体制加算
地域歯科診療支援病院歯科初診料
歯科口腔リハビリテーション料２
歯科治療総合医療管理料
歯科外来診療環境体制加算2
クラウン・ブリッジ維持管理料
日本脳神経外科学会専門医認定制度 指定訓練場所 認定
日本外科学会外科専門医制度 関連施設 認定
日本脳卒中学会 研修教育病院 認定
日本眼科学会専門医制度 研修施設 認定
（財） 日本医療機能評価機構 認定
人間ドック健診施設機能評価 認定



− 7 −

平成31年（令和元年）

　 月　

　　　

　 月

　 月

　　　

　 月　

　　　

　 月

　 月

　　　

月

　　　

　　　

月　

　　　

　　　

令和２年

　 月　

　 月

　 月

防

防

防 防



− 8 −

    

平成31年4月1日現在

入所部 訪問リハ

社会医療法人青雲会　　組織図　

居宅支援事業所

介護老人保健施設

青雲荘
青雲会病院

理事長　

理事会

通所部

部 長

部 長

部 長

部 長

部 長

室 長

室 長

室 長

室 長

室 長

室 長

患 者 相 談 支 援 室

医 師 事 務 作 業 補 助 部

診 療 情 報 管 理 室

脳 神 経 外 科

外 科
薬 局 長

主 任

主 任

師 長

師 長

師 長

師 長

循 環 器 科

内 科

臨 床 検 査 科

薬 局

歯 科 口 腔 外 科

眼 科

泌 尿 器 科

室 長

部 長

皮 膚 科

整 形 外 科

部 長

部 長

部 長

科 長

部 長

透 析 室

中 材 ・ 手 術 室

人 間 ド ッ ク

医 療 安 全 管 理 対 策 室

企 画 地 域 連 携 室

栄 養 管 理 室

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部

外 来 放 射 線 科

経 理 課

総 務 課

医 事 課

６ 階 病 棟

５ 階 病 棟

４ 階 病 棟

経 理 部

総 務 部

看 護 部

診 療 支 援 部

診 療 部
部 長

部 長

青
雲

会
病

院
　

　
組

織
図

　
平

成
3
1
年

4
月

1
日

 改
定

理
事

長

理
事

会

院
長

副
院

長
副

院
長

兼
看

護
部

長

平成31年4月1日現在



− 9 −

部 長

部 長

部 長

部 長

部 長

室 長

室 長

室 長

室 長

室 長

室 長

患 者 相 談 支 援 室

医 師 事 務 作 業 補 助 部

診 療 情 報 管 理 室

脳 神 経 外 科

外 科
薬 局 長

主 任

主 任

師 長

師 長

師 長

師 長

循 環 器 科

内 科

臨 床 検 査 科

薬 局

歯 科 口 腔 外 科

眼 科

泌 尿 器 科

室 長

部 長

皮 膚 科

整 形 外 科

部 長

部 長

部 長

科 長

部 長

透 析 室

中 材 ・ 手 術 室

人 間 ド ッ ク

医 療 安 全 管 理 対 策 室

企 画 地 域 連 携 室

栄 養 管 理 室

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部

外 来 放 射 線 科

経 理 課

総 務 課

医 事 課

６ 階 病 棟

５ 階 病 棟

４ 階 病 棟

経 理 部

総 務 部

看 護 部

診 療 支 援 部

診 療 部
部 長

部 長

青
雲

会
病

院
　

　
組

織
図

　
平

成
3
1
年

4
月

1
日

 改
定

理
事

長

理
事

会

院
長

副
院

長
副

院
長

兼
看

護
部

長

平
成

31
年

4月
1日

 改
定



− 10 −

　内　 　 月 回 21

　内　 　 月 回 23

　 　 　 月 回 26

　内　 　 月 回 25

　田　　　 月 回 19

　田　 　 月 回 19

　 　 かり 月 回 40

　 　 　美 月 回 6

　田　 　 月 回 22

　内　 　 月 回 27

　内　 　 月 回 25

護 　 　 美 月 回 6

護 坂　 　 　美 月 回 23

　内　 　 月 回 18

　内　 　 月 回 18

野　田　 　 月 回 27

護 今　村　 美 月 回 25

今　村　 美 月 回 18

畠　中　泰　教 月 回 17

　 　 　作 月 回 13

田　 月 回 40

　 　 　 月 回 47

田　中　　　
月 回

33

防 野　田　 　 29

　田　 　 24

増　田　成　美 23

畠　中　泰　教 月 回 18

畠　中　泰　教 月 回 10



11



12

　　　 　

　　　 大 教 　　 ル 大 教 （ 科） （ ）

　 、

　　　 科 会 ・ 、

　　　 科 会・ ・

　　　 会 ・

　　　 　 成 年　 大

　 、

　　　 科 会 　 科 会 　 グラフ

　 会

　　　 科 会　 科 会

　　　 　 成 年　 大

　 、

　　　 科 会 　 科 会 　

　 会

　　　 科 会　 科 会　 内 科 会　 和 会

 
　　　 　 成 年　 大

　 、

　　　 科 会 　 科 会 　 科 会 　　　

　　　 科 会 ・がん 会　 がん 科

　 会

　　　 科 会　 科 会　 がん 会　

　　　 ・ 会　 ・がん 会

内

　 科では やおできの 、 や の れの 、 ・ ・ ・

の ラーなおなかの の 、 ・大 およ 各 の

を に っております。

　 より さな で う が年 増 し に しますように多くの

さんが で を けてお れます。

　 や は とん の で、 ル や ・大 多くの で

診療科
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を けてお れ、 の なく 数 くなっています。

　令和1年 月より 大 科に く しておりました向 の

に い 力 し、今まで長かった での されました。 さん

が しで く がなくなり、 さんはでき け な が れま

すよう努力していきたいと ています。

　 和1 年 まれ。 　　

　 大 部 （ 和42年）　 大 内科

　 「 」 長（ 成 年 成19年）　 長　　

　「 」 （ 成2 年11月）　　

・ 会 　 内科 会 内科 　 会会員

　　　　　　　　　　　 感 会 　 内科 会会員　

内

　 成2 年 月 。ま 年 ました。　内科 です。

「内科 の 」およ 、 て した さんの 一 の をして、 の

の「 科」 の けな をしています「総 科 」。

　さ に各 科の が 、 、 な で多 な は、一 で

を 「 で 科」です。

　 は さんの多い とが ですが、 の数年 に された、2

か の との ラ してきたようです。 にとってはよ

い 向です。（ 表 ）

　 大 教 の によ 「 」 4年 に りすっかり

に りました。

　 の か 大 （ 成2 年 大 部 ）に き が

れ、 さんや 内、 の してきました。

「 」のご （ 大 ）

　 大 ・内 内科か の によ 「 」は「 一

回、 」に っています。 のた はし かり う があ

りますが、 は にわたって き っていかなければな ない ですので、な

く でき を がけた を っています。
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　 、

　　　 内

　 会

　　　 内 会　 会

　 、

　　　 内科 会 　 　 会 　

　　　 会

　 会

　　　 会　 内 会

　 、

　　　 　 内 　 内科 会

　 会

　　　 会　 内 会　 内科 会

内科 、内 フ 内

　 は 、 村 大、 、 は、 、 、

です。内 フは中野 （ ） 、 﨑 り、 美

、 田 、 、 月 に して

の 、 です。

　 は に に 部 内 （ ラ）を い、 部 の 部

は を わ て内 で実 しています。 のた に 、

が で の ない 内 を フル さ ています。

は に大 内 、 の 、 に す な

が であります。

今 向けて

　内 では は 2 に 1 の で ラ 0 、 の大

内 に と の 数で わ て年 の を なしています。

数は 部 は 年 でしたが 部 に いては 年増 してきていたと

て という 果になりました。 れは2月 の が れなく

なり の 数 を った とと、 月 は 感 によ

の ルがあったか と されます。令和2年度 の が

され と です。内 実 の は と フが しまた

で あり感 との には な を う があります。 があった

り で感 での が われ には を す な 実 しています

が100 とは ま ん。 や が感 になれば内

の のを を なくな と されます。今回の 感

を に内 の感 、 を フ一 していく とが今 の

と しています。
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　　　大 　 和 9年 科大

　 、

　　　 科 会 　 中 会 　 科 会

　　　 会 ー 　 協会 ー ー　

　　　

　 会

　　　 科 会　 中 会　 科 会　

　　　 中 科 会　 ・ 会　

　　　 会　 会

 
　　　 　 成 年 大

　

　　　 科 会 　　 （ 実 ）

　　　 　　 ・ 科）

　 会

　　　 科 会　 中 会 　 中の 科 会

　　　 科 グ 会員　 会 　 総 会

 
　　　 　 成24年 大

　 会

　　　 科 会

内

　 科は を う を なが が

科の中に け れ 科の と で あり、 では 中な の や 部

な の を いなが 、感 や 、 、 中 、 の さま まな

の や、 科と しなが の総 に い、

の に す く を けております。

　 科 の な を 、 や一 、 、回

な 、 に て 様が して を け回 に

り んでいた け よう 力さ ていた いております。

　 今の や の な の あり年 数は 向ではあります

が、 中や 内 な に しての や

グ な に す ラ ル は に れた で、 か の

ー ーがい で でき よう ール を いて してお

ります。
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　 部 では、 中 の のた の フ ー （お に や

、 な の ）を 内科と しなが 、 ておりま

す。

　年 の さんに す 多くなってきております。

　 中 の の に す 年 増 し、また して す

とで 果が 、増 していく が実 されています。

　　　 　 成 年　 大

　 、

　　　 科 会　 、 会

　 会

　　　 科 会　 会

内

　 ・ の感 ・ ・ 、 、 （ 大 、

）、 、 を っています。

　 は ・ 、 、 、 、

、 、 ・ 、 、 内

っています。

　 ・ は、 ー 、 、 ・ 、 ・ 、

、 、 、

、 、 、 、 、 内

を っております、 、 しています。

　 数は 0 、 14 で 年より2 増でした。

　 回数は 22回で 年より 41回増でした。

　 では 科 1 のた を で ないた 、令和1年 中

か を には しておりま ん。しかし、 ・ ・ ー

ー を令和1年に し、 （ ）を に ように

なったた 年より が19 増 ました。

2年度

　 のかか ・ や （ ）な を に の に れ

とで、 の さんの を 。

数が、 があ ので増やしていけ よう努力す 。

の か して よう や に努 。
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　 会

　　　 科 会

　　　

　 会

　　　 科 会　 科 会　 会

　　　長野

　 会

　　　 科 会　 科 会　 会

　 形 科 は の中、月 の と の 中となっております。

・ を中 とした 形 科 に しては、 の では に し

きれない あ た 、 の が まれ と です。

　 、 り、 に しては、 中 の を っています。
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総 に す り と

　今年は「 き 」を けて、 務の に努 ました。 長 ー ーに

を けて1 の な 報を各 し、 員で しました。 な きがなくな

よう 務の に努 た 年でした。

、 務内

・ の に わ た の り け。

・ の 務。

・ 4 　 の 。

・ に により、 務の回 。

・ の 、 に をして 報 。

・ の （ 員 の 報 ）。　

今 の

　 ル により、 が しています。 して していた け

よう に努 とと に、 内に ての の を い 内感

に 努 ます。また フは、 いうがいを し、 に努 感 とな

ないよう します。

診療・治療部門

総 に す り と

　今年度は「 き 」を けて、 務 の しを いました。

　 務 の 0 グ 、 務 の1 0 グ を に、 でのルールを

しました。 フが の 務を 、 務 内に わ ように、 や

な の 報 と、 の した を 、 の を変更しまし

た。 の され、 が きやすい を し、 く フの

を り れて た1年でした。

・ 務内

1の一 で 数が 0 です。

式は、 ー ー グと を り れています。

今 の

　 数1 と 90 を に、多 と し ー な
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を します。

　 きやすい を作 た に 、 フ の協力 を し、 務 内に

務が わ ように り ます。

　また、今年は ル が され、 での が れました。感

のた の な や な に いて、 員 の を い、感

の な を していきます。

総 に す り と

　 内の が一 に に変わりました。 か 変更まで ー

が中 となり、 グラ に って を実 しました。

　 に が まり、 の に ながりました。

　また、年度 に各 が れ れ 年 の を てますが、 の が 成でき

ように り んでいました。

内 ・ 務内

一 で 数が 0 です。

式は、 ー ー グと を り れています。

今 の

　 年は に れの フルエ が し、感 に努 ました。

　今年に り今度は、 ル が に を い、 とした

が いています。 内感 に が ないように、更な 感 に努 ます。

　 では が 年度と 、 の増 でした。 数、

度な 一 の が 月 でき ように、 を けます。ま

た、 員の 務が に わ ように、 き に 力を れたいと います。

総 に す り と

　 フルエ 集 は 委員会 フが中 となり感 大 のた に

感 に り ました。また き に い、 し りの しや 務 に

り んでい と です。 に 務が ように けが てい と いま

す。 としては ラ ーとしての を 実さ ていきたいと います。
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・ 務内

1 1　、 0 1で2 をとっています。

回 ー 1 数 です。

今 の 　

　 年は に 部 と われ れの フルエ が集 。感

大さ ないように感 に り ました。また今年は ル が

に し、 内感 しないように今まで に感 に り んでいきます。

は 委員会での ールで ています。今 多 と

し、回 ー の を でき ように努 ます。

　 き では、 内に 務が ように、 務 に り んでいきます。

総 に す り と

　 で部署の を て、 の ・ を 各 の に か

が ました。

　今 ・ を ていきます。

の に す り と

「 を た 、 ・ の向 に努 しい り に に り 」

フ で 報を し、大きな なく 務に り とが た。

、 務内

・ を さないように、 か の ー を り、お い し

ように を りました。

・ な に でき よう、 の ・ の向 に努 ました。

・各 の けや の な の 務を り け、各 に した ・

の しを実 し、 数や 度の ない の が ました。

今 の

・ フは と なので、 で 員 ように と

をしていく があります。また、 した 内 に て

務をす とになったので、 の 務内 を し していきます。
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総 に す り と

　 とは の集 で形成されています。 れ れが しで ル すれ

ば、 としては大きな ル にな と ます。 のた に 会 の 、

の に り ました。

　 で 成のた に、各 会 の 、 会での 表、 の

い の ル に ながりました。

　令和 年度 。 41 、 、 4 の を ってい

ます。 での 数は 多になりました。

　令和 年度は 回数で 22回 と を更 いたしました。　今年度

の 向として、 か の が多くあり、月 で て 増 が なく に

多 で いたしました。 の とは が での 度が がってきたた と

しています。 の に内 のた に と して エ ー

いたしました。また、 の を た に ラ

を うた の を 、 れにより の 向 に なが と していま

す。さ に、 な ル 感 に しては、 ラ に った

感 のた の り を いました。

務内

　 、 を し の ー を う。

今 の

　 報 、 ラ の により の を とさ の

に努 の 長に な ていきたいと ております。また、

ル 感 に き き り たいと います。

（ な の）

　 会　 会総会　 会 会

総 に す 部署の り と

　青雲会の ー 部が皆さまか ばれ た に、 の向 、

力の向 を に 年 り んできました。 の向 は 回の 会に

、 が う 、各科での 会を実 しました。 力の向 で
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は、「 りな 」を わないよう しました。 か を い、部 に

をしました。 さんとの会 や、会 での いを にす とで、

の や会 の に がったのではないかと います。

　 が を 一 ごし、 とな を た 、 に りを て 様

フ一 で できた一年であったと います。

務内

　令和 年度は （青雲 ）、 ー 2 、 1 で 務を

っております。

　青雲会 に いては ・ の ー の 。青雲 に い

ては 、 の ー 、 ー の 。

また 、 、 を ての フ の 、 。 を い

や 、 ー の な を っています。

今 の

　 年の ・ は大きく変 しており、 の変 に れを 様 報 集

や 度の を ていきたいです。

総 に す り と

　今年は き に り ました。 の に い、 数の増

ができました。

　 の 数が増 てきてい ので、 しさによ をお さない に を

いました。

　 0 を して、 務内 を しました。 の ました。

務内

　 は、 ル と との を い さんにお ししています。

　 か の 会の は で けて、 の を ています。

　 の は で い の 、 ラ の を い、 ル

力しています。

　今年度より の を しました。

今 の

　各 、 会な の が ないでした。 の 報を た に 、

会・ 会 の を に いたいと います。

　 で が されます。 として 、 に していきたいと

います。また、 き を し、 きやすい にしていきたいです。
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総 に す り と

　 の は であ とが です。 のた に の 、 度

、 な に 務に り ました。 んな な作 となく

とで、一 とりの 作りになっています。

　今年は 員の ルを一 にす とで いっ いでしたが、今 は の ルに

わ 、さ に を します。

務内

さんの の ・

さんの ・ 、

の

今 の

数を増やします。 月10 、年 120 を にします

を て、 ル を します。
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総 に す り と

　 ・ の向 のた に 会や 会に し、 の ル に努

ました。さ に、 ルや を変更し、より さんの の

を なくでき よう の しを いました。今 の 力を 、 科と

しての を果た よう努 たいと います。

務内

　 科では、 科 の の中 として、一 （ ・ ・ ・

）、 、 、 な の を っています。 た 、より多くの

報が でき よう 努力し、 さんがい で して を け れ よ

うに、 会・ 会に ・ 表し の向 に努 ています。また、 次

は となり、より に の い を でき ようになりました。

今 の

　 は か な 報を す な を っており、 度

に し の を に さなければなりま ん。 年、 の

に ない の い が れ なか、 科におけ を し す

とが大 です。

　また、 において に の が2020年4月より さ

れ、青雲会 では が となり ばく の ・ を う とが 務 さ

れました。今 は ごとの ばく を し、 としての 向 、

度な の に たいと います。

検査部門

総 に す り と

　今年度の り は、 きで実 していた を す とが ま

した。 れは、 の に な を す とですが、

は が多く の大変さを い りました。次に、 ・

・ の各 の更 を実 す とが ました。 に いては、

しい を て更 す とが て かったと います。 としては、各

フが されてい 務を、しっかりと ってくれたと います。 れか

、 にとって の がいないと という な い を して努力します。
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・令和 年 月、 の のラ グフルー

・令和 年 月、 の 値を 0 変更

・令和 年 月、 果の の報 を変更

・令和 年 月、 を 内 か 変更

・令和 年 月、 ・ の更

・令和 年10月、 の を

・令和 年12月、 を か 変更、

　　　　　　　　 の を

・令和 年 月、 00 ・ 000 更

今 の

　青雲会 ー に した が に更 されてい ので かった

です。 りの更 されていない をしていきます。

ドック部門

総 に す り と

　 年度に 更 という一大 を成し、 と りを って ん 年度でし

た。 年度か の と 増に して、 総数は 年度

と し しましたが、 り 増 に とができました。 会に とされ

け 青雲会 であ に が か、 が れ れ て 務に向き

った一年でした。年度中 で けの フを一 、 の 実

に、ますます を うとした 、 務 務に した フが 、 次いで

しました。 は フが、 務の を て協力し い、 りを って

く 務に向き い、 り た一年でした。

今 の

　年度中 に 務 フ一 を ましたが、 年度 に 務 フ一 の

となりました。年度 には 感 大を けて ルや の

あり、 務のあり を さ れました。今 は、 の まりに

し、 と努力、 ー を す でありたいと います。

務 を たに 、 の 、 実績 くりの の

で っていきたいです。



2

令和 年度総 に す り と

　 会に とされ け 青雲会であ た 、 の中 として ・ で の

い を に、 長が中 となり、 に の と、

の に り んできました。 が に す を に ー

な ネー ーの教 や・部署の を いました。

務内 ・

　 フ （ ）

　 、 報 ・ の り

　 内ラ （ 長 は ネー ーと ）

　各 の ネー ーの り の や

　 におけ 教

　 ・ 　 ・ 報ネ ー の

　 （ ） フ

今 の

　 年度は わ し、 の増 に い、 の （

・ ー ）に す か 大きく、 の の り

を な と ます。また、 に す を 員か き 、

を した の を 、 の を に 、 に努 ていきた

いと います。

　 年 とす 「 」を にす とは ま んでしたが、 、各部署

での な す とで は まっています。

員 員が しい が とな ようラ を い、 したいと

います。

　 部教 委員会の各部 におけ り が に い 力となりました。

今 、各部 におけ を 大 し、 の 成に ていきたいと

います。

医療事務・管理部門

総 に す り と

　 し、 けをしました。年 多 多様な が れ ようになって

ました。 会 し は ですが、 との を とで多様な
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ー に た の 報 を ってきました。

　また今年度は、「 き 」を した1年でした。 務内 を し、

な を 「 の 」、部署内で いの の 報 す とで「

の 」が 年より　 多く ました。

務内

　 ・ 度な 会 に す を中 に、多 多様な ・

を いました。 ・ ・ と す とで の が して

を れ よう、 を っております。 の ・ 、

を し、 との の くり を き、より ー な

に な ています。

今 の

　多様な 内 に に よう を と に、 たな の

を します。より多くの が して よう、 けでな

く、 ・ の に努 ます。

　また、 き を更に し部署 員で きやすい にしていきたいです。

総 に す り と

・更な ル の 、会 ・ 会の の 、 で しあ を作

り、 員が ての 務に でき よう努 ました。

、 務内

・ 作成（ に 、 、 ・

な ）

・ （ ル 力な ）

・ の の向 に す 務作 がん ・ 科 会 （ ）・

科 会 （ ）

・ 務 1、40 1、44 中

今 に いて

・さ な の に り 、 の い します。

・ ー の一員となれ よう な 会、 部 の を増やし とさ

れ 務作 になれ よう していきます。
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総 に す り と

　 の によっては、「 には けれ 、各部署で でき 員がいな

い」という が うして てきてしまうのが 実です。 ういった を、一 に

き けてい のが総務部です。 な の ・ 務 の をは 、

の 、 の作成・ 、 ・ の な 、 に す 様 な内

が総務部の 務です。 員が れ れの でより 務に集中し でき よう

ー す とで、総務 員 にやりがいと を って り とができた

と います。

務内

・ の 　・ の届

・ の 　・

・ ル 内 の

・ 　・委 　・

・ や大 に す

・ ・ に す 、 部 務　・ 務

・ 内 に す （各委員会との ）

・ 務 ・ 会 に す ・ ・ に す

・ 務に す 　・ 　・ 　・ 報に す

・ 、 、 に す 　・ 会・ 員総会の

　今年は各 の しを いました。 に う の しに いては、

か の を きなが 、 な わ を いました。

　 部と して、各 の ・回 、 か までの

な 務 に り 、総務か の ー な 務 に れました。

　 に いては が 長の でしたが、 の 年 で を れ が

今 さ に に努 ます。

　今年度 ー に年 を て、 わ を に い実 してきまし

た。また、青雲会での り 内 に いては ー ー で 報 して ー

の向 に できたと ます。 ー ー 回更 して 年が しました。

更 野に れ今 さ に 実を りたいと ております。

今 の

・ （ や 、 ての ）

・ の に しては、 ー に た の りによ

の 、 の 。

事務部門
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総 に す り と

・ く な を け、 さんの に を け り った が ました。

報 に いては、 が を たに でき の を い

ました。（ ）

・ の 、 な の を い、 な ができ よう努力しまし

た。（ 報 ）

・更な ル の 、会 ・ 会の 、 で しあ を作り、 員

が ての 務に でき よう努 ました。（ 務作 ）

、 務内

・ 、 、 報 、 作成、 ・ 務、 や

の を りました。 は と 報 し、 に いて し

ました。 は の 度 に向け、 部署と し いました。（ ）

・ 報 の な は、 の 、 な 、 報の 集・

、 な ー の があります。また、 委員会との を

、 と の を しています。 し、 しい 報

や の を っています。（ 報 ）

・ 務 1、40 1 中です。今年度の 作成 数は22 、

の の 務 に努 ました。 の 、 ル 力、 がん

、 科 （ ）の 、今年度より 科 （ ）

いたしました。（ 務作 ）

今 の

・ のた 務の 。 の 。 務の ル 。

（ ）

・ の 式 一を実 いたします。 な ル の ができ よう、

フ の 報 を います。 で の ー を ります。

（ 報 ）

・今 の 務 の 、 向 に努 、 とされ け 務作

であ よう更な 務 を って ります。（ 務作 ）

・ 1月 2月の の の 。

・ ー ー の を た 報 ー ルの 。
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　 委員会は に わ と 向 を とし の な と

の の ・実 を っています。

　また、 ・ に 、 な を う の 員教 を ています。

　 月 4

成 ー

　・委員長 長　・ 委員長 今村 長・ 長　 長

　・ 長　　　・各 長

内

・ 委員会　（月1回）

内で きた各部署の ・ の 、 の 、協 してい

ます。また、 ー か の に す 報 を とに、実 の で を

い の に努 協 した とは、 各部署 し、 フの

に す を ています。

内

　 　 月　 エラー に いて・ 内 長（ 委員会 委員長）

　 　 月 んなで よう （ ル 式会 ）

　・ フ 　（ 1回 ）

　　 に り と の を う。

　・（ ） フ （ ）

　　 に り と の を う。

　・ 報の

、 に して 員が 報を す とで、 に す

の向 を し、 報を しています。

　・ 会（年2回）　

　　 員の を向 さ た 、 を し しています。

　・ 内ラ

に を して の を う とを に、 に

の を実 しています。

・今 の

　 ・ 報 数は、 年度と 10 増 しました。

　部 において、 ー 部が 年度より、1 増 しており、内 として

表 が4 の を ています。 は、 に す な の や
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の 、 の が と ます。

　 部は、内 が 年度より10 増 しており、 中 や内 の り いや

れな ルールを 、 ルにしましたが、 の内 ・作 におけ

や 、 との 一 が けていた とが と ます。 度、 ル

におけ の や ー エラー を い、 務の れを で

き よう り んでいきたいと います。

　今 、 増 に う、 に して を し、 ・ の

に す 、部 との を していきたいと います。

　 の に り、 の か 多 や

や き、今年度の にあ 、 の を ていきたいと います。

　感 は、す ての フが感 の を して に実

す とが です。 内感 委員会は、 内におけ 感 の のた に

を実 し、感 ー 委員会は感 の実 部 として

と 大 に努 ています。

　 内感 委員会 月 月

　 委員会 月

成 ー

　 内感 委員会 長、 長、 長、各 長 しくは 表

　 委員会 、 、 、 、総務 員

内

　 内感 委員会・ 委員会の実

　感 の 報 と ラ によ

　 ー ラ の実 と の

　 内感 ルの

　 ・ 員 の 報 の作成

　 感 の実

　 員教 の実

　感 フ の （ は 内感 の 2 を届

てしてい た 、 2 は なくと 年 回、 1 の 会

ー と の 2 の と フ を実 して

います。 れは各 の感 報や を す とが です。）
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と今 の

　 年の 月 に フルエ ル によ 内感 が しました。 に し

た 員か の感 が われますが、はっきりとはわかりま ん。しかし、 した と

は かです に の 内感 委員会を し、 さ た の を まし

た。 して、感 委員や ー の の と、 で さ とが

ました。 れは い でしたと 部の か をいた きました。今回の

を教 に、か があ は、 フルエ をす ようにお いし

ました。今 の は、 に を ってい ル に

いて、 内感 委員会を中 に を実 していきたいと います。

　 さん に 、 な ー を よう に す

を 。

　 で を う。

　 フが に 務を ように におけ ・教 を う。

　 月 （ ネー 委員会）

　 や に し協 が な （ 委員会）

成 ー

委員長 長　

・4・ 長・ ・ 科 ・ ・ ・

ー 部科長・ 長・ ・ ・

内

　 ネー 委員会は、 長、科長、 年 の 実績があ

員を しており、 長と を にし、 で実 として を って

います。

　 委員会において した 、 、 を い に

さ と に、 に した 報 を っています。

1　 な の 実 な に ルの作成

2　 員に す の教 の実 、 員教

　実 した の

4　 内ラ



今 の と

　委員会の教 として 年に き き、 の や の 表・部 に

ー の を ってきました。 に 部は、 な を に り

れ の を ていました。

　今年度、 か が ーとなり、部署の になっていた

を報 す り を い ル作成 に 力を れ、 に っていま

す。

　 部は内 数が 年度と し10 増 ており、 中 の り が

ていない とが と ます。 、 年度の の と

して の に いて、ご きましたので、 度、 ・ ・ との

しを いたいと います。

　 ー ー の 数は 年度と 、 2 しましたが、今 、 を

け実 に、 の を り んでいきたいと います。

　 数は、 年度と し次年度は、 と協 し を

し0 を します。

　 の の を い、 な 形 の 、 の 、

の の を ります。また、 委員会と協力し さん

の を ります。

　 月 2

成 ー 　 、 、 、 、 科

内

　 　 会の

年 して 回、 れ れの部署が し ー ごとに 会を いました。

グ、 、 、 の に いて、各 野の

か な ・ を い、また を た を し、 に

す ・ の向 を りました。

　 　 ・ ルの作成

に す ー グや 、 の ルを

一 し、各 に す とで実 や の 報 を り、

に努 ました。

　 会は 務 内に で していたた 、各部署で 数にば きが
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ありました。また、 や 務 の で す とが なかった フ いま

した。

今 の

　 会に しては、一 で 多く して け よう各部署の委員会 ーが

けを う。また、 なかった でき よう 会の を し

1 し、 に す の を ります。

　 ルに しては、今 で していく中で、 が た は、内

の しや をしていく と と われます。

　 1 　 の に す と。

　 2 　 の に す と。

　 　 に す と。

　 4 　 の に す と。

　 　 の 部の に し な

　 月 　1 00

成 ー 　 ・ ・ ・ ・ ・

令和1年度の 内

　・ ・ の

　・ ルギー に いて

　・ ー ーの変更

　・ の実 、 果報

　・ の し

　・ に しての り

　 内で す に いて、 な の を い、 の で な

を た の を す 。



　 委員会（ を ）は、 が か に実 され報

され ようにす と、また、 科と各部署が に 務 ようにす

とが です。

　 月 月

成 ー

　 長、 長、 長、各 長 しくは 表

内

1 4月 か の の実

1 月 報 を の報 の変更

月 か の に す

月 より に の

月 を 内 か 変更

9月 科 の一部 のた の

10月 の

11月 の を

12月 を の か の 変更

2 1月 作 を 報

2月 感 い の に いて

月 しい の に いて

成 ー

　 　 （ 員）　　

　 かり

　 美　　長野 　　 田 　　 田

　 　 野田　

　 月 一 、また に て う。

内 　

　 の 。 の変更を 。

　 の な と 。

　 の 会を う。

　 の 、 に す に いて 、 。



と今 の

　 成 1年4月か 令和2年 月までに、 委員会で 内 の 報 を

す とが ました。 れか 、 科と各部署が 務しやすいように 報 を

したいと います。

　次に、令和2年 月か 大 と青雲会 との によ （

）が ま た 、 の 数変更をお いしました。今 の とし

て、令和2年度は 報 なので しい 数の とに いて、また、

ル の 報を ように 報 集していきたいと います。

　 員 が を き、 さんに の い を っていけ よう

に を 。

委員会 　 　

成 ー 　 長 部長、 部 長

内

部 教 のグルー を、1 グルー に編成しました。各 が たい ー に

り、 れ れの ー で 会を いました。

　　1　 ・ ・ 和 　　2　 　　　　　 　 ・

　　4　 　　　　　　　　　　 　 教 委員会　　 　 会

　　 　実 　　　　　　　　　 　 　　　　　　9　感

　　10　 　　　　　　　　　　　11　 　　　　　12　

　　1 　 　　　　　　　　　　　14　 　　　　　1 　

・今 の

　 員は各 ー に り、 れ れの ー の に って を ていき

ました。 によ 数回 われました。

次年度 を を っていく です。

　 ・ の を た な ができ、 中 のより い に努

記



ます。また、 実 と の を す た 、 な表 を い ができ

よう努 ます。

成 ー

　 　 　 　 報

内 　　 回 月

　

　・ に いた な ができてい か

　・ に った の

　・ な とな ないように

　・ の の 、 、

　　　 ・ の いや、 ・ が に てい か

　 度、 ・ 度の と の を

　 内におけ の

　 内 ルの

　　 部署 に り て れた ルを 回 年

　 の し ・

　 度の 実と一 した 度が されてい か

　 ・中 フ ー

と今 の

　令和 年度は、 年度 様、 に た の ・ が にできて

いない にあり、 に った の ・ ができ よう き き きかけてい

きたいと ます。

　また、 年度か の で ・中 のフ ー を いました

が、 の に ー を い　 な に ってい に し

形式をとり いの な し い を が ました。今年度

き き を いたいと います。

　 ー の一員として協 務の の 、 にて、 、 の を り

員の 、 の が 。

　 員の を け、 としての りを が 。

令和 年度　

　「 の が か かけ、 度で のあ をす 」



記
　 報の な

成 ー

　 長　 長 部長　総務部長　 部長　 長　

　 ー 部長　 　 報 　

　 数月 4 　

内

の 式 式変更

委員会

　・ 会 　1 0　（ ・ は変更 ）

成 ー

　・ （ 長）　・ かり（ 長）

　・ 員

内 　

4月　　 の 度と （ 0 報 に いて）

月　　 としての 　（ ・ 報） 　

月　　青雲会 員の一員として 　　　　　　　

月　　 され の と ・ ー とは　　　　　

月　　 に いて（ と ） 　

9月　　 務に かした感

10月　 と

11月　 のあて

12月　 と

1月　　

2月　　 務におけ

月　　 年度の に す と 成、次年度の

・今 の

　 年度は やエ ル な 務 の り を い、

部の一員として努力してきました。

　 年 の り りとして「 や 員に いやりを って す ように して 務

に ん 」「 が しやすいように かいと を して をす と

を けた」「 いをしない、 に をさ ない を に をした」な

の 月、実 してい 会が の を 、 務に かす とができました。

　次年度は、 としての ま 、青雲会のルールをしっかり り、

さんに な を っていきたいと います。
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記

　 として、各部署との を り、 度の い 報を 集し、

報の ・ をす

　 数月 4 　

成 ー

　 長　 長 部長　総務部長　 長　 長

　 ー 部　 　 　 報 　

内 　 の 報 、 ー の 報

　 ー の 報 を けて、 があれば しています。

　年4回 ー グ委員会を っています。

・今 の

　 作成の で、 の れによ エラーが しました。委員会

で報 、 と し、 作成 に を う をとり、

エラーは しなくなりました。 き き しなが していきます。

　また、年4回の ー グ委員会 にて、 ・ ー に す を い、

との を とが ました。

　今 、より 度の い ー を作成でき よう、 ・ 部・ と を

てまいります。

の

の

　 の の 、各部署か の 式 変更を けています。

　 があれば、 委員会 し、 報が に でき ようにし

ています。また、 10に いた を作成しています。

・今 の

　 を す 力の向 、 の の 、 内で でき 報の

、 に でき 作成 があ れます。

　 ル を す う で、 の 「真 」「 」「 」を

しっかり しなくてはいけま ん。 、 を して、 していきます。

　 年より き き、 の 式 一を実 です。各部署の協力を れ

よう 力いたします。
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　 内の （ ル 、 内 ）の 、 、

　 ラ ル の

　 2 （年4回）

成員 　各部署の 委員

内

　 　 内 の に いて協

　 　 内 の の ・

　 　 ラ ル の の

　 　 報を 報 に す

　 　 内 の

　 　 ル の更

　 　 ル フ の

　 　 の更

　 ル の 年 によ 、 ー の の はありましたが、

とな ような はありま んでした。年 を して に が ました。

今 の

　・ の ー 、作 の向

　・ ー の 、更

　・ と い

　・ 式会 フ と を り、より い を す

　 報を 、 に い す を 会 と 、 か な り

いを う

　　 数月 月

成 ー 　

田 長、 、 内 長、 長、 田 長、 田 郎 、

今村 長 部長、各部署 長
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が で な ・ の が 、また ー におけ ーの

を し協 す

　 の を す に って す とが

　 数月 月

成 ー

　 田 長、 、 内 長、 長、 田 長、 田 郎 、　

　今村 長 部長、各部署 長

内

　 に す 教 ・

　 に す

　 ル の し

　 務を う で に す き は多 にあります。

　今年度より、 の向 すた に、 で 月、 、 の

和をしています。一 一 に がありますので実 に し で かす とが

内

　 報 に す 教 、

　 報 に す 務の し、

　 部との に す

　 報を 集す にあたっては、 報 に して 報が れない

ように しています。また、 の 報か な 報 集や、 によ

報 の をしないようにし、 報 の に努 ました。 ル の

、 の 、 の 、 の ラ ル、 ラ ル、 会 の 、

報に わ は多 にわたります。 報 いが す を しました。

今 の

・ 報 の は、 の エ ー 、 の エ ー

には り れ、 報の 報 いがあ と多大な や を う

とな しっかり します。

・ な 報 の な しない様、 報の いに を けます。

・ れた は します。
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　 員の の の を た します。次の各号に に

いて します。

1 の に す

2 作 、 の の に す

教 員の と に な

4 の に す

ー ラ フ ラ に す

ル ル に す

の の 員の に す

　　 月 月

成 ー

田 長、 、 内 長、 長、 田 長

今村 長 部長、各部署 長　　　野田 （ ）

内 　

・ に向けての

・ 員 に いて（ 、 の に いて）

・ 0を す。（長 の多い部署は、 し を ）

・ ー ラ フ ラ に いて（各部署 か ）

・ ・ 務 に いての り

・ ル ル に いて、 実 の

・ の に いての

・ フルエ 感 に いて（ 、 い、うがいの ）

ればよいなと います。

　また、 ・ との わり 、 に す と、 な 、 員の

は多くありますが、 の ってい とが れで かったのか り りはと

て です。 数は、多くはありま んが、様 な フ や会 で かさ

れています。

今 の

　 は、 に す や 、 の に す とな をは と

し、 の や な に す のな 多 にわた ので、 が した

、な く に していけ ようにしたいと います。今 、 に

して け よう努 て ります。



4

・ （ルール、 ーを ）

・ し に いて

・ に いて

・

　 部の に 委員会に していた き、 の 報 を いご を

いた きました。 として、 のあ 部署・ で の

あ 員・部署がありましたが をし、 長 と の 長が し で

き とか 実 しました。

今 の

　 　 します。

　 　 きやすい くりを します。（ の ）

　

　 さんに、より い を す に、 内の 、 の や との

の を とす 。

　 月

成 ー 　

、 長 部長、 長、 長、 ー 部部長、 長、

青雲 員、 長、 ー ル ー ー　 ルー

内

　 月、 の 数や ー 数、青雲 の ・

・ の の報 を いました。

　 年 様、 の 、 の変 を 報 してきました。

今 の

　 としての を果たしていけ よう、更に 内 の との に努

たいと います。 内に の や の 報 を い、 が

ー に くよう、 と を な け として、 に でき

を していけ よう り んでいきたいと います。
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　 であ 「 は青雲会でと われ 作りを す」を実 さ た 、

青雲会の 員 員が ルの ができ ようにす 。

　 （ ー ー）・ （ 長）

成 ー 　青雲会

内

　令和1年度は、青雲会 ルを一 し、 れまでの に 、 たな を

り れました。

　委員会の ーとは青雲会の の の 、 いの を しました。

　「 して って いいですか」を しない、「 き」 を しないよう

をしました。また、 年の であった の において 、 いを

に の ール グをしました。

　「 は部 の 、 に100回 す 」を けていきます。

・今 の

　 いの には な と がかかります。

　 とあ ごとに をし、 員 員が しい を し、 ルの がで

き ように します。

　委員会の ーは 0度 れてい を ます。

　青雲会の は いなく ラ であ とに を た ようにします。

　 と に か の を し を とす 。

　 月

成 ー

総務部　 部　 部　 ー 部　 　 科　 科　

　 ・ 　青雲

内

月　 ・ の （ によ ・ ）。

月　 の 果・中 の （中 長の ）。

月　 は2 まで 。 に いて12部署 表。
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　青雲会 員として を とと に、 の向 実を に に

教 を実 します。

　 月 1

成 ー

　 長 部長　 長　総務 　 　

　 　 ー 部　 　 　 科　

　

内

　 　 内 会 年9回 内 の が 0 1 度の 会を実

　 表会 部 ・4 ・ ・回 、青雲 、 、 、

ー 部、 部によ 内 表と 大 　大 教 に

よ

・今 の

　 月の 内 に いては、各部署の協力により ー に り とができまし

た。 内 会に 務の で できない 員に し、 に によ 会を

実 していましたが、各 での に変更しました。変更により 会 の

月　 （ 作 ） 。 に いて 部署 表。

月　 。 に力を れてい ルの 。

月　 の 表（1 部署）。

10月　 の 表（4部署）。 の し。

11月　 うすれば が やすくな のか 。

12月　 の し（ラ を した に いて各部署 表）。

月　 のルール。

月　 各部署 表（ ）

月　 の し作成 の 表

一年を して

の （ ）をす とにより、い ・ が て かりやすい

になります。 れは 果として 務の や、 す ・ の に が

という とです。 の を て ようにしていきます。

は な 報を す た にあります。 かりやすく 報を とで

さん が して を う とができ、また、 ラ ルの に が と

ています。 かりやすい を していきます。
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員 を していきます。

　 の ール で 会 の 内 し、 に いた きました。

を たない 員で でき 会を実 していきます。

　 内におけ 務に いて な を て、 ・ の の

の 、 に の 大 を 。

　 　 の を い、 しい と 作 を に け 。

　 月 1

　 は に う。

成 ー

総務部　 部　 ー 部　 　 科　 科　 　

青雲

内

（総 ）実 （年2回　 月・10月）

の

におけ ・

に い 員会の

と

・ 、 の によ 大きな く、一年を とが ました。 月

か 月 にかけては、 内で大 が き ル4 の き と に、

が 令され となりましたが、各部署で を い はありま んでした。

・各 ごとに の を いました。

・ の の や を した ・ ・ 報 で

の向 を りました。

今 の

　 教 の 実

　 ルの更

　 の内 を し 実

　 の と の
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4

年度 総数

H27年 52 60 59 33 26 23 14 13 4 59 10 5 4 55 4

H28年 4 60 33 26 16 65 55 5 3 0 50 539 

H29年 60 0 26 40 9 6 2 13 4 4 0 509 

H30年 62 50 65 69 32 4 21 12 5 26 1 4 4 61 4

R1年 53 65 4 53 35 49 33 5 2 40 5 2 11 0 0 4 1

1 0 -9 15 1 -16 3 1 12 -3 14 -3 1 4 19 13 

入 者数（ 別）

総数

H27年 40 9 1 2 1 12 2 4 1  11  1  16 11  24 10  5 129 

H28年 2 5 1 1 5 4 23 21  31 12  10 151 

H29年 59 9  0 1 1  6  12 10 29 2  41 12  1 4 14 1 203 

H30年 55  4 1 3 1 16 11 2 1  13 1  19 1  2 4 2 16 13 9 204

R1年 4 4   2 2 13 4  4 2  15 2 31 20  6 4 20  19 10 15 210 

1 0 -12 3 -1 -3 2 2 -5 12 4 -2 3 -3 6 6 

数（ 別）

　 数

診療科別
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計 年度

H27年 2 2 4 4 0 2 40 9

H28年 2,961 2 14 1 10 1 102

H29年 3,330 32,503 4 2 11 0

H30年 2 9 4 32,355 35,319 14 9

R 年 2 09 32,629 4 119 100

1 0 -155 2 4 119 633 2 

者数　　　　　 年3月 在

計

数 数 数 数 計 数

H27年 419 92 1 4 1 0

H28年 4 1 14 01 12

H29年 4 0 169 22 2

H30年 9 5 195 26 4 1

R1年 04 15 192 -3 9 12

1 0 15 10 -3 -29 12 -19 

「 」 者数（内 と ）

内 と は、 に した。

2019年度 成 1 令和 年

総 数
数
数

数
1 平均

数

H29年 559 4 1 0

H30年 2 9 4 1

R1年 9 9 49 11

1 0 249 1 1 -6 

3 「 」 数（大 ）

令和 年



0

ERCP R R 合計

H27年 0 9 11 4 2 110 0 4 11

H28年 9 19 104 4 3 1 0 0 11 5 224

H29年 0 900 93 42 0 210 0 13 4 4

H30年 2 900 103 4 2 24 0 32 3 21

R1年 4 913 101 4 1 21 0 35 4 04

1 0 -152 13 -2 -5 -1 -30 0 0 3 1 1
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合計

H27年 9 0 6,539 

H28年 19 9 0

H29年 900 0 40

H30年 900 2 2

R1年 913 4

1 0 13 -152 -139 

数 数 率 数 率 数 数 率 数 率

H27年 0 1 4 2 15 11 2 9 1 22 2 33 1 9

H28年 9 1 0 24 1 19 2 0 2 39 14 4

H29年 0 226 15 900 24 0 4 14

H30年 2 315 4 20 900 339 29 

R1年 4 4 2 25 2 913 4 0 42 12 1

1 0 -152 32 0 5 0 9 13 0 13 

は 数中の

数・ 数・ 数
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年度 総数

H27年 5 1 39 1 15 133 4

H28年 6 166 62 21 21 6 211 49

H29年 4 1 49 10 1 5 229 4 1

H30年 1 1 4 5 2 3 216 4 0

R1年 4 200 62 1 330 612 

入 者数

合計

H27年 4 4 15 6 0 1 30

H28年 5 5 22 6 0 0

H29年 9 2 19 10 0 3 4

H30年 2 2 16 1 1 1 23

R1年 0 6 26 0 1 40

数（ 別）

　 内 数・ ー ・



者数

年度 総数 月平均

H27年 72,345 6,029 

H28年 75,041 6,253 

H29年 73,494 6,125 

H30年 71,563 5,964 

R1年 70,660 5,888 

（ 1 0） -903 -76 

年度別総数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総数 平均

H30年 194 196 203 196 202 194 19 203 194 192 1 9 1 2 4 196

R1年 195 1 191 193 19 196 19 204 194 1 191 1 2 1 193

R2年 1 1 1 1 1 1

1 0 1 -12 -12 -3 4 2 0 1 1 -5 2 1 -29 -

月別（1日平均)

1年度は を として

外　来
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者数（ 別）

合計

H27年 1 0 13,231 6,632 1 4 1 321 2 9 4 2 2 44 2 2 4

H28年 1 2 14 1 1 0 6,696 6,999 4 0 40 2,566 4 491 3,305 4 1 1 4 14 041

H29年 19,965 14 1 0 9 140 19 2 2 1 9 4 1 41 1 41 4 04 494

H30年 19 4 9 13,152 5,361 6,263 6,125 600 1 3,615 3,369 4 4 42 1 2

R1年 1 1 2 1 5,690 4 040 9 502 1 0 0 3,595 0 4 9 2 0

1 0 129 329 60 -223 1 9 1 1 55 226 4 506 -905



入 者数（月別）

年度 総数 月平均

H27 年 42 02

H28 年 4 9 3,630 

H29 年 44 2

H30 年 42 9 1

R1 年 44 00

（ 1 0） 1,029 

年度別総数

月別 者数

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

H30年 0 441 3,365 10 9 2 0 3,639 3,360 42 241 1 42 9 1

R1年 3,663 3,521 4 1 4 1 42 942 94 1 44 002

R2年 3,239 0 1 22 3,513 14 1 4 3,333

1 0 230 222 156 -332 241 94 132 1 300 4 353 -290 1,025

入　院



入 者数 別

合計

H30年 11 1 12 0 39 1 91 52 0 0 3,031 0 141 0 25 42 9

R1年 12 1 9,596 0 1 1 55 29 0 4 0 91 0 33 44 002

1 0 556 2 4 -39 2,362 3 29 0 4 0 -50 0 1,025 

合計

H30年 3,561 1 21 4 42 26 1 4 92 24 15,593 

R1年 0 4 9 2 5,650 2 1,596 51 13 16,139 

1 0 309 449 -21 0 1 0 0 -50 0 41 0 -11 4

合計

H30年 92 94 1 2 44 26 1 049 49 1 1 4

R1年 440 4 2 29 1,593 40 20 1 0

1 0 4 1 9 1 1,120 2 29 0 44 0 -9 0 19 29

合計

H30年 2,363 90 04 336 11,911 

R1年 2,061 0 4 4 12 09

1 0 -302 -100 0 4 9 0 0 0 149 0 0 0 0 1

（ 復 リハビリテーション ）



率

年度 率

H27 年 0

H28 年 9

H29 年 90 1

H30 年

R1 年 4

1 0 1 9

年度別

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

H30年 0 1 2 4 90 94 2 4 2 9 91 4 1 91

R1年 91 9 2 4 4 9 9 4 90 1 9 91 1 4 9 4

R2年              

1 0 9 9 2 0 0 2 2 0 9 1 9

月別



在 数

年度 在 数

H27年 1 9

H28年 1 1

H29年 1

H30年 1

R1年 1

1 0 1 0

年度別

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

H30年 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 19 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0

R1年 1 0 1 0 14 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0

1 0 1 0 1 0 2 0 2 0 2 0 4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

月別
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数

合計

H27年 12 31 35 114 33 1 22 1

H28年 160 4 122 23 3 1 6 401

H29年 19 2 4 112 16 4 0 0 404

H30年 1 9 31 4 99 10 2 0 0 

R1年 192 35 95 6 3 0 0 399 

1 0 3 4 21 4 4 1 0 0 21 

手　術



0

別

年 度

H28年 H29年 H30年 R1年

外
　
　
　
　
　
　
科

41 55 62 42

2 19 20 24

11 6

22 24 19 26

10 9 4

総 1

31 42 4

1 2

4 5 6 4

1

2

1 6

1

20 25 26

4 10 2 6

合 計 160 197 189 192

脳
　
　
　
　
外

5 5

30 12 20 22

2 2 1

3 1 1 3

2 2

2 1 2 2

1

2 3

2

2

合 計 48 28 31 35

整
　
形

合 12 3

2 1 1

5 4 2

1

3 4 1 2

合 計 23 16 10 6

眼
　
科

11 10 99 95

5 4

合 計 122 112 99 95

歯
科
口
腔

外
　
　
科

2 3

3 4

合 計 3 4 2 3

循
環
器

1

合 計 1 0 0 0

泌
　
尿
　
器

3

30 4 39 62

1 2 1

4 2 6

合 計 38 47 47 68

総計 総 計 395 404 378 399



1

数

月別
月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均

Ｈ
３
０
年

4 49 66 59 66 60 56 4 62 

39 29 29 4 39 30 4 26 33 41 4 42 35 

合計 103 95 103 96 93 99 99 119 103 93 1 1 9

Ｒ
１
年

4 61 69 52 52 51 65 55 51 51 669 56 

4 2 50 4 55 55 49 4 39 53 4 36 552 4

合計 96 4 10 115 124 10 101 94 104 10 94 1,221 102 

1 0 6 12 12 2 20 -5 5 -11 -9 -6 53 

救急外来

年度 合計

H27年 1 4 1,190 

H28年 699 563 1,262 4

H29年 49 525 1 2 4 1

H30年 4 42 1 1 596 

R1年 669 552 1,221 656 

1 0 4 12 53 60 

年度別
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人

年度別

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

３
０
年

4 41 4 4 4 0 4 4 4 4 429 4 4 1 400 4 2 440

39 9 4 60 4 56 4 50 4 4 0 59

合計 4 49 511 4 1 4 0 530 512 501 511 4 4 1 9 1 49

Ｒ
１
年

4 1 4 44 4 4 4 519 49 490 1 4 0 04 2 4 2

124 102 66 1 55 940

合計 555 510 4 562 41 590 2 563 593 535 1 22 560

1 0 9 1 -1 4 61 60 0 62 2 1 4 41 -

月別

治療部門

合計

H27年 4 420 1,000 420

H28年 4 9 1 0 4 6031

H29年 5,256 1 0

H30年 2 0 9 1

R1年 2 940 22

1 0 506 235 41



リハビリテーション

計

PT 20 11 31 

OT 9 16 

ST 4 2 6 

数（ 別

PT OT ST 計 合

20 449 14 114 42 400 51

1 949 6,306 22 92 2

10 4 0 14 0 1

94 1 0 1,129 1

506 211 0 1 1

0 0 1,213 1,213 1

計 4 24 4 9 2 1 100

別・ 別 施 数（ 年度）

別 数

率

（ ）、 （作 ）

（ ）

別

（ ）

（人）
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年度
率

H27年 4 2 44 92 1 13,326 2 12 1 00 2 0 2

H28年 4 1 2 3,060 9 4 13,615 9 29 12,300 1,500 213

H29年 40 00 04 91 4 14 110 00 12 2 2 400

H30年 9 1 04 91 1 4 2 12 24 2 9 294

R 年 41 491 92 13,696 91 14 1 1 1 4

1 0 2,690 -13 0 53 9 21 2 1 9 4 1



部

年度 合計
別

H27年 4 20 4 114 19 1

H28年 9 0 15,536 20,100 11 44 119

H29年 4 16,201 14 40 116,315 121

H30年 1 1 15,265 1 4 11 4 12

R1年 1 9 1 4 11 12 62

1 0 2 4 0 3,692 1,139 2 1 -65 



高

合計

H27年 14 203 351 

H28年 120 310 4 0

H29年 1 4 211 365 

H30年

R1年 41 41

1 0 42 42

成 0年度 が変更



年 度
R R

数 数 率 数 数 率

H27年 4 63 4 2 22 2

H28年 9 2 9 0 923 4 4

H29年 4 9 21 2

H30年 94 61 15 2 0

1年 9 9 1 1

年度 101 15 0 100 -6 0 9

　　 ル ネ （ ）

検査部門



年度
CT R

合計 合計

27年 13,939 4 4 2 41 4 1 401 25 1 42

28年 14 0 1 51 41 4 90 429 5,332 1 40 25 1,565 

29年 1 40 9 9 4 9 249 412 5,661 1 1 41 1 22

30年 1 2 925 1020 4 5,292 2 20 1 9 41 1

1年 1 1 916 9 4 5,369 94 1 29 1

201 10月
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ー

在
合計

H27年 0 

H28年 0 

H29年 4 2 0 4 4 0 1 4 31 42

H30年 4 4 4 4 4 2 142 4 4

R1年 4 1 620 499 103 142 6,122 

1 0 214 156 4 21 0 31 4

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

H30年 4 4 41 629 4 4 525 2 24 321 339 4 4 1

R1年 500 4 4 1 1 619 41 9 299 40 6,122 510

年度 62 -1 4 -11 50 16 4 151 -22 1 4

数（月別）

数（ 別）



0

年度 1 1 2
予防

合計

H27年 2,555 66 2 0 4 4 106 4 33 4

H28年 2,530 61 94 2,305 1 1 0 13 152 49 4

H29年 2 2 4 93 2 2 996 3 165 4 1 1

H30年 2 1 2 0 1,039 3 153 4 51 4

R1年 2 9 4 2 2 20 1 0 0 14 120 4 2 4

1 0 109 14 11 1 -1 -3 -6 -313 -3 -203

者数推移

　2019年度　 集 　 す

数 数 数
合計

数 数

2 94 90 1

2 119 4 51 42 9 0 2 2

2 2 53 1 9 35 0 1 1 2

390 0 1 9 4 1 4 0 0 0

4 2 1 2 1 0 0 1 0 1

2 41 94 40 42 0 1 1

合 計 11 2 42 24 9 5 14

「 」 数 施数・ 数　(2019年度　1日ドックのみ)	

数

2

51 40 11

35 32 3

4 13 30

1 0 1

40 31 9

施設 施 人

人間ドック・健康診断



1

ンシ ン ・ シ ン

数（ ）

年度 数

H27年 4

H28年 4

H29年 393

H30年 402

R1年 422

1 0 20

H30年 R1年 年

護 335 325 10

2 4 1

15 11 4

5 9 4

0 10 10

9 1

0

2 4 2

3 3 0

1 0 1

総 0 0 0

合計 404 422 1

数（部 別）

H30年 R1年 年

163 1 4 +1

42 -33

23 2 4

22 4 +12

5 13

9 +2

9 3 -6

6 13

14 20 +6

合計 24 325 +1

ンシ ン ・ シ ン の （ 護部）

医療事務管理部門
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年度 率

H27年 - - -

H28年 1 4 9 2

H29年 1 0 392 2 0

H30年 1 409 24 4

R1年 1,536 421 2 4

1 0 1 12 0

介 者数

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均

Ｈ
３
０

介 14 131 129 129 163 11 124 1 1 120 113 144 1 139 

介 21 2 35 35 42 35 44 29 4 2 409 4

率 14 21 4 2 1 2 1 2 29 1 19 4 0 2 9 2 24 4 -

Ｒ
１

介 149 139 14 14 129 112 122 12 151 115 104 1 1536 12

介 40 31 31 41 4 4 32 35 32 2 4 421 35 

率 2 2 20 9 20 9 1 4 2 9 2 2 2 2 2 2 9 1 2 2 4 -

1 0 10 4 2 2 0 9 0 0 0 -

「 」 で した 数　　「 」 の した 数



年度 介護 総数
数

H27年 1 14 4 1 2 4 0 2 

H28年 1 00 401 2 3 

H29年 1 44 4 1 391 2,516 3 

H30年 1 4 2 42 9 2 2 4

R1年 1,502 40 369 2 2 4

1 0 0 -22 -10 

数

329 

平 24

203 

199 

1 2

14

132 

0

数（ 別）
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「 数」

年度
護

合計

数
1 900

2 00
2250 0 600 200

2 0

1 0

H27年 0 0 0 0 0 0 0

H28年 1,055 2 139 2 0 4 1 994

H29年 1 291 330 9 0 942 4 9

H30年 1 321 24 566 24 9 5,605

R1年 4 0 1 356 41 59 2 22

1 0 35 94 2 204 -31 1 21



「 入」

年度
護

合計

H27年 0 0 0 0 0 0 0

H28年 650 60 1 1 2 0 10 1,006

H29年 1,300 650 99 353 0 209 2,611

H30年 1,200 20 9 339 4 199 2,619

R1年 1,500 00 125 355 105 193 0

1 0 300 0 2 16 41 -6 4 9



年度 宅 介護 合計

H27年 2 4 404 1,531 9 40 0

H28年 2 0 402 1,391 41 1 4 12 9

H29年 2 0 14 1 194 41 49 2 2

H30年 2 0 1 41 199 22 2

R1年 299,163 693 42 202 42 0

1 0 1 4 -165 1,003 19

人青雲



数

合計

H27年 90 196 2

H28年 90 196 2

H29年 90 196 2

H30年 90 196 2

R1年 94 200 294

1 0 4 4

青雲

合計

H27年 109 236 4

H28年 109 236 4

H29年 109 236 4

H30年 109 236 4

R1年 113 241 4

1 0 4 5 9 

計

合計

H27年 19 40 59 

H28年 19 40 59 

H29年 19 40 59 

H30年 19 40 59 

R1年 19 41 60 

1 0 0 1 1 

青雲荘



年度 「 」 護部

数

月 予防 護 予防

月11

月22
予防

月4 ～

　 月

護
護 1

月24 ～

　 月2

月 2

月19
度

月29

月2

9月

9月10
護

9月 護 1

9月1
護

2

10月12 護
護

10月 0 在宅 護

11月 9
護

護

11月21
護

11月2 護
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数

11月2

12月12 ～

　12月14
護

12月1 1

12月1 護 　

12月21
護 　

11月2 　

2月 1
53

護
　

年 数

護
年

年

11

護 年

年

年 2

年 11
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く との や に す を 、 しい ・ を に か 。

で く と す とで の大 さ、 きていく での な を

。

1、 　　　　　2年 　　　4

2、 中 　　　2年 　　　4

、 中 　　　　 年 　　　4

か のお の

　 は、 で青雲会 に き、たくさんの とを ました。

　 は、お に れない に をしたとき、力が っていない はとて い

とや さんと ー をと 大 さを ました。

　 は、 の をしたとき、 の ーで け とができ 、

で れなくて や が な 、 さんの 部に れ の さがいかに大

なのかを りました。 は、 の によ を さ て いた

とき、 っていたより 力を う で っくりしました。

　 の を して な とを ましたが、 の中で一 大 と ったのは

ー です。 さんとの ー では、いかに さんに り

ってあ れ のかが大 なの うと いました。また、 さんとの

ー で での会 や、 う で さんの に い

て したりす しく、 ー の大 さ の が一 まりました。

　今 は の を かして の に いた 、 に ー

をと うと います。

　 とて な をさ て き、ありがとうご いました。

中 2年
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　 た 青雲会 ー部は しく を ーに しております。 ・

わ ー ールに があ 、 の な 、年 ・ なく

内の様 な と ー を っております。 年は更に力を れており、

部員数 増 、 しています。 年2回 われ で 、 していま

す。今 ー 一 して りたいと います。

　また、 で 、 な 会な い を ております。

　　　　 20 00 22 00 の の

　　　　 中

　　　　 大会 （年2回）

　ラ グを して とは一 った 実感や 成感を わい 年 しく

を っています。 が な いますが、 で ー に を っ

ています。

　今年は 回 ラ 大会が ル の感 が され中 となりまし

た。 年 としての は ん、ラ ー に れた 員は ラ と

して大会を り てきましたが、 の が ってしまい に います。 く今

までのような が とを し、 れ れ　　 に ます。

　　　　 ラ 　 の ラ 　 ル ラ 　

　　 長　 田 会 青雲会 長

　 に ん を して、青 年教 に したいとの いで、 成12

年に 。 、 ラ か が とが 。田 の

大 の にあた 。

　

　 を ーに、 や の の を して い と 力を て と

と に、 を ん 、協 のあ を て 。
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総 に す 部署の り と

　令和 年度 2 で 務を ってまいりました。 の 、 や

、 との を し、 務に り んでまいりました。 には

を 、各 の を で し、 が とす ー を に

ネ す とが ました。

　一 （令和 年10月の ）、 となり 数が しましたが、 たな 員

を 、 回 し、 や か の に、 な り に

を った 果、 数 に増 てきてい です。

　 の 、24 の を 中です。 の1 00 00ま

では の で しています。 での や 、

か の ー 、 、 の を いました。 は での

っています。

　多 多様な に して様 な を れ ネ ー 務において、 ー

ラ フ ラ を 、 か に 務に り 、 、

な を実 す とが ました。

務内

・　 務、 の実

・　 ラ （ ー ）の作成

・　 ラ の実 に な ー との 、

・　 ー 実 を 、 す グの実

・　 、 の

・　 の や 、 な ー の

・　 務

・　 や ー に な の協力、

・　 務

・　 な や 数 の 、 や 、 との の

・　 会や 会 の

今 の

・　 ル 感 に 度 や 報の 、 の 向

、 部署との 報

・　 や 、 の や との の の

。 との

・　 数の

 



総 に す

　 成か 令和に され に に 年になりました。 には、 は 0

の を とになり 力と 力が に し あ とを く す

年になりました。

　青雲 の フは い が多いですが 0 の フ 多く の

ーは しく、 な と （ と の）を かして各部署の ー ー

として りを って していた いています。 と て今の 0 は に

いと感 ます。 の今 の が の の と にな とで

し う。

部・ の き

　今年 を しましたが。 の の を きます。

は 度の い は ー に れ、 度の い4、 の

が す 向になってきています。青雲 で 、 の は に40

を す です。 のような た は （ ・ が 、 が

な ）が多く、また であ た な （ 、 、

、 ）を してい た が 変す 会が多く にとって、 数の な

い は の となり に してしまいます。 き に り

「 」という の に しな なければいいがと しています。

青雲 での した （ 、 増 な ）が に増 し

回 の になり あります。あまりに 回 が す と

の が 、 とな が てく でし う。

部の き

「お 」か でより長 に でき ような「

」 と して か の を ようになり 回 の

フ数の の 務 に かかわ 実 な は大 に増 しました。

の な と ー ー のおか です。

部 の き

　 フ数は 年増 して今年度は となりました。 に を

（ 10 の 数）し、今 の が されます。

 

﨑



総 に す 部署の り と

　 の と は あります、 の中の一 が に した

です。 の皆様に とされ け に の を とが一

の と います。更に が 様に ー の ー

を た とは の としての を大きく たと います。

内

の と 9 の が です

の な と が です

今 の

　今年は ル 感 で ー しましたが を り く は多

にわたります。 した の に あ に ネー

ーの を していく が と います。

 

総 に す 部署の り と

　令和 年度、 れまで に ー を中 とした で、 の

す 力を 大 に き し、 を 、 や 会 の を

す と を ました。

　 果、1 24 1 、 21 の が年 され、 を とした と

で、 年より 数は 2 しましたが総 り は 年度を とができま

した。また、様 な や 務 を い、 、 、 の を大

に す とができています。

　一 総 会実 に向けた、 き なり、 ー 員の年

数は 20 、年 は1 で 2 と 員におきまして きやす

い となり く す とができました。 ー ラ フ ラ の実 によ

り の 実、 の 、 い フ ー により 績を 、けして い部署

ではありま んが一 かけてはな ない と成長しました。お 様で青雲

にて「 ー 」をいた き 員 員より き きと 務に んでいます。

 



務内

　「 」「 ー 」「 ー ル 」「 」

「 いの 」の に の内 を各 が し 務を っています。

今 の

　今年度は 2年 となり変 の年となります。 す ー の中で

が 、 会に とされ よう 員 員 と に してまいりま

す。

務内

の 、 の届 、 、委 、 、 に

す 、 協会に す 、 、 、 務 、

、 、 、 ・ ・ に す

　 員実務 成 を し け れ ができました。 ー ー

での い、 会に とされ として り ました。

　 では、 ル の 向け をしました。 く 員の に が よ

う、今 委員会を していきます。

今 の

　・ に う き の

　　　 の 、 の 務な

　・各 の し （ 令 ）

　・ （ ・ 員）

　　　 務の しによ

　　　 の向 （ 員数に った ）

　・ ー ー の を た 報 の
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介護老人保健施設　青雲荘

年度 総数 月平均

H27年 24 2 04

H28年 2 14 2 12

H29年 2 2 1 2 1

H30年 2 1 4 2 1 0

R1年 2 2 1 2 190

1 0 12 11

年度別

入所者数

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

H30年 2 1 0 2 1 2 1 4 2 19 2 2 2 1 2 22 2 1 2 2 2 20 1 9 2 191 2 1 4 2 1 0

R1年 2 14 2 219 2 1 0 2 2 2 2 1 2 12 2 2 4 2 1 1 2 2 2 2 1 2 09 2 242 2 2 1 2 190

R2年 2 119 2 10 2 0 1 2 241 2 20 10 22 2 144

1 0 1 4 4 9 2 2 1 12 1 12 11

月別
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介護老人保健施設　青雲荘

年度別

「入所部」

在宅復帰率

年度 在宅復帰率

H27年

H28年 4

H29年 9

H30年 1

R1年 1

1 0 0 0

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

H30年 0 0 1 4 0 0 9 0 0 2 0 1

R1年 2 0 1 0 0 0 2 2 1 9 1 9 9 0 1 1

1 0 4 0 0 2 0 0 2 4 2 1 4 2 1 0 0 0

月別
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年度 総数 月平均

H27年 0 09

H28年 4

H29年 1

H30年 20

R1年 21 1

1 0 0 0

年度別総数

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

R1年 1 4 4 4

訪問リハビリテーション

利用者数（月別）

「通所リハビリテーション部」

（ 1年4月 ）

要介護・要支援

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

介護 1 49 4 0 4 4 9 4 44 44 4 44 4

予防 4
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（附録）

姶良市　人口推移

姶良市　人口ピラミッド

3〕今後の高齢者人口の推移（推計）
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～ 　 ー ー 　　　　　　　
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　 ー ー
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ー ー

ー 　大会 　

　 　 エ 　総務 務 　

～ 　 科　 科　 科 科　 　内

科（ ・ ・ ・ ・ ・

科 ） （ ・ ・ ）　

　 ・ 　 　 ー ー
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　「青雲会年報」14号（2019年度）をお届けします。

　今回は年報の形式を大きく変更しました。部署ごとの実績を数値と

グラフで表し、皆さんの努力の成果がわかりやすいようにしました。各

部署の次年度に向かってのエネルギーになれば幸いです。

　年報作成にあたり、多くの皆様のご協力に感謝いたします。

2020年（令和2年）12月

内　　科　　野村紘一郎　

総務部長　　畠中　泰教　

（編集委員）

　　　総務部長　　畠中　泰教　

　　　内　　科　　野村紘一郎

　　　挿　　絵　　坂梨　謙一・鶴園　勇真

　　　写　　真　　増田　成美

編 集 後 記
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